
 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
磐二小だより 

磐梯町立磐梯第二小学校 

令和６年１２月２日 

第 １０ 号 

発行責任者 天野 圭 

キラキラとひとみが輝く二小の子ども 

【磐梯町教育懇談会】 

先週２１日（木）町長 佐藤淳一様、教育長 髙梨哲夫様、そして町教育行政の方々との「教育懇

談会」が磐梯中学校で行われました。本校から PTA会長田中様 副会長鈴木様 学校事務局が出席し、

事前に保護者からいただいた内容を集約し、要望して参りました。その中で主な要望内容と教育行政

の回答について簡潔に記載いたします。 

【本校より】 

Q 児童の安全確保に伴う県道のガードレール設置について 

A 県道は県に要望している。長い区間ではなく特に危険な区間に設置してほしいと要望中 

Q 冬季間の除雪について、保護者の送迎等に関連するので除雪情報を連絡メール等で配信できない

か。 

A 大雪等の場合、苦情も含め町民より多数の問い合わせがあり、その対応に迫られている。メールを

発信する余裕はない。 

Q 悪天候時、福祉バスの利用を検討してほしい。 

A 福祉バスの場合、運転手の確保や借用が難しい。町内生活バスを利用してほしい。 

  警報級の大雪であれば、政策課を通じてバスを手配する。 

  緊急時、町内生活バスを利用した場合、児童全員が乗れないということは避けたい。要検討。 

Q 学校徴収金の口座振替手数料を町で負担してもらえないか。 

A 現在、徴収金については検討を重ねている。次年度当初よりよい方法を検討中。 

Q 教育委員会に再デザインセンターが設置されたが、目的や活動について分かりやすく周知してほ

しい。 

A 教育委員会には、教育課 社会教育課 デザインセンターがある。今後、目的や活動について、各

学校保護者より意見を伺う場を設定していきたい。また、コドモンで活動内容を配信していく。 

Q 補正教員について今後も配置をお願いしたい。 

A 検討していく。 

Q 中学校の特別支援学級（知的）の新設について 

A 町教育行政としても県に要望している。 

【他校より】 

Q 学校で見学学習等、町バスの利用を可能にしてほしい。 

A 年度当初、詳細が分かれば手配が可能である。 

Q 負担金、補助金について現在の金額では講師を探すのが大変である。 

A 実施内容によっては、補助金増額も考えられる。消化しない場合には、町教委へ返金も可。また、

合同で開催する場合、補助金を合わせて活用する方法もある。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

【第１回 PTA意見交換会】 
磐梯町教育懇談会と同日本校において PTA意見交換会を実施しました。この会の主旨は、寄せられ

た要望に対する町教育行政の回答の周知、さらには学校に対する要望等について学校として回答する

場としました。 

 主な内容を記載いたします。 

Q  来年度夏休みのプールを再度やってほしい。他の学校の話では、プールをやっているとのこと。 

A  今後、中学校の部活動も地域指導者へと移行していきます。今後は地域で子どもを育てていく必

要性が高まります。さらに町教育機関から「地域全体で子どもたちの教育に携わる。」という文言

があります。それらを見据えると休業中は各家庭でプールに行ってほしいと思います。もちろん有

志の保護者会でも結構です。他地区のプール実施は、水泳大会があることで教員が指導したり、大

会が無い地区では、教員ではなく各校の支援員が監視等をしたりしています。 

Q  二小では、学区内に住んでいる住民が年会費を支払っている。学校だより等遅く回覧されるが、

あまり必要性を感じない。廃止か減額の検討をお願いしたい。 

A  以前は、地区全体で行事の後に豚汁や食べ物を準備し、それらの経費に運用されたと聞いていま

す。コロナ禍後、行事の後に食事をする機会が少なくなってきたので、次年度検討事項として考え

ています。 

Q  一小、二小ともに知的学級があるにも関わらず、中学校にはないので進学できるようにしてほし

い。 

A  学校としてもそう思います。町教育行政にも要望しています。町教育行政から県へ要望を継続し

ています。 

Q  一小と二小の決まりごとなど統一してほしい。また子どもへの周知もお願いしたい。上級生への

呼び捨てもなども気になる。 

A   一小の校長と確認しましたが、基本的には同じ内容です。周知については、子どもだけではなく

保護者用として、年度当初・年度末または夏季・冬季休業日前に学校から発出する文章に明記して

います。上級生への呼び捨てについては、全体に指導していきます。 

Q  働き方改革の一環なのか、保護者が知らずに無くなった行事がある。 

A  学校行事の削減については、児童の実態や地域の実態等を考慮し、継続するか削減するかについ

て職員会議（行事反省会）で検討し決定していきます。削減になった場合は、PTA 三役に説明し、

３月の懇談会で PTA会員全員に説明する流れになります。 

【校長からのお願い】 

○ 学校の教育目標を児童・保護者・地域の方々が分かりやすい教育目標にしたい。今年度末や次年

度当初、全体に説明する場を設けたい。   

○ 来月、教育長が来校し、次年度の町の重点施策について説明がある。それを受けて本校の特色あ

る教育について３月の懇談会で PTA会員に説明する。 

【学校評価アンケートのご協力について】 
 １２月に学校評価アンケートを実施いたします。各項目について回答いただき、その他の欄へは自

由に記述をお願いいたします。自由記述では、「…のような子どもに育てたいので、学校として…の

ようしてほしい。」等、子どもの将来を見据えた記述をお願いいたします。今年度は Google フォー

ムにて回答になります。お時間がある時に、〆切まで回答願います。なお、集約した内容につきまし

ては、学校の回答も含め３学期にみなさんへ周知いたします。 

 

 

 


